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宮
内
省
調
度
局

岡
倉
校
長
出
張

左
記
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
、
出
張
の
目
的
は
豊
公
銅
像
建
立
の
準
備
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
こ
の
依
嘱
製
作
に
つ
い
て
は
本
校
年
報
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

、。

0
阿
蒲
陀
峰
の
豊
公
銅
像

岡
倉
東
京
美
術
學
校
長
及
ぴ
日
野
西
子
爵
は
此
程
京
都
に
赴
き
豊
公
銅
像
建
造
に

就
き
阿
禰
陀
峯
の
地
形
等
を
視
察
し
調
査
中
な
る
か
嘗
初
は
太
閤
平
（
豊
公
の
廟
あ

り
し
慮
）
に
建
立
す
る
見
込
な
り
し
も
岡
倉
校
長
は
同
所
の
上
の
地
所
を
撰
定
し
十

右
之
通

御
中

明
治
二
十
九
年
六
月
二
日

流
シ
櫻
二
鳩
蒔
絵
小
香
合

「
可
明
」

ハ
角
注
多
良
＠

同
文
書
中
に
は
上
記
御
買
上
げ
一
覧
表
以
外
の
作
品
に
関
す
る
も
の
が
一
件
あ
る
の

で
併
記
し
て
お
く
。

「
同
右
」

東
京
美
術
學
校
阿

（
以
上
束
京
美
術
学
校
名
入
罫
紙
使
用
）

問
四
方
許
り
の
疑
石
を
据
へ
て
此
慮
に
一
大
銅
像
を
建
立
し
前
設
計
よ
り
規
摸
を
大

に
し
豊
公
の
遺
蹟
を
顕
著
な
ら
し
む
る
意
向
な
る
由
又
た
豊
公
の
像
は
高
豪
寺
、
藪

内
、
其
他
二
三

ヶ
所
に
木
像
又
は
盟
像
あ
る
に
よ
り
岡
倉
氏
等
は
之
を
一
究
し
其
摸

寓
を
帝
國
京
都
博
物
舘
に
嘱
託
し
た
り
と

〇
銅
像
の
流
行

東
京
美
術
学
校
に
於
て
各
地
よ
り
引
受
た
る
銅
像
八
七
八
個
に
及
び
其
内
福
岡
縣

よ
り
依
頼
を
受
け
た
る
ハ
日
蓮
上
人
高
さ
丈
餘
の
銅
像
な
る
が
今
回
又
京
都
の
有
志

公
民
よ
り
豊
臣
太
閤
の
買
物
大
の
銅
像
の
依
頼
を
受
け
た
り
此
の
像
成
功
の
上
ハ
京

都
の
公
困
内
に
建
設
す
る
見
込
の
由（明
治
二
十
八
年
九
月
十
八
日

『
や
ま
と
新
聞
』
）

関

連

事

項

①

意
匠
研
究
会

（
遂
初
会
）

意
匠
研
究
会
は
岡
倉
校
長
、
橋
本
雅
邦
の
指
埠
の
も
と
に
絵
画
や
図
案
の
意

匠
練
磨
を
競
う
会
で
、
本
年
六
月
ご
ろ
発
足
し
た
。
『
錦
巷
雑
綴
』
第
五
巻

（
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日
）
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

〇
意
匠
研
究
会
今
度
本
校
二
於
テ
題
名
ノ
如
キ
一
會
ヲ
起
シ
籍
霊
及
ビ
闘

按
ノ
懸
賞
ヲ
行
ハ
ル
其
趣
意
左
ノ
如
シ

一
本
會
ハ
毎
月
一
回
岡
題
ヲ
設
ヶ
縮
盟
及
ヒ
闘
按
ヲ
集
メ
其
ノ
競
争
會
ヲ

開
キ
主
ト
シ
テ
意
匠
ノ
意
味
深
長
品
位
高
尚
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ミ
賞
品
ヲ
授

典
ス
賞
品
ハ
一
等
二
等
ノ
ニ
種
ト
シ
一
等
ハ
絹
地
反
物
二
等
ハ
木
綿
地
反

東
京
美
術
學
校
助
教
授

六
角
注
多
良
作

記
明
治
二
十
九
年
六
月
二
日

宮
内
省
調
度
局

御
中

短
冊
箱

右
御
骰
上
品
及
御
送
付
候
也

明
治
―

―十
八
年
九
月
六
日

『報
知
新
聞
』
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同
会
は
明
治
二
十
九
年
―
―
―
月
ご
ろ
、
遂
初
会
と
改
称
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
同

九
月

十
月

夢

十
一
月

十
二
月

時
雨

物
ニ
シ
テ
出
品
ハ
本
校
各
科
二
年
生
以
上
ノ
者
二
限
ル

意
匠
研
究
會
第
一
回
ハ
六
月
十
五
日
二
開
キ
出
品
ハ
十
四
日
迄
二
本
會
幹
事

迄
差
出
サ
ル
可
シ
圏
題
ハ
入
相
ノ
鐘
但
シ
鐘
ノ
形
ヲ
霊
ク
可
ラ
ズ
紙
幅
ハ
紙

又
絹
地
タ
ル
ヲ
問
ハ
ズ
高
ヶ
一
尺
二
寸
巾
一
尺
七
寸
ノ
横
物
タ
ル
ベ
シ
幹
事

ハ
下
村
晴
―
―一
郎
岡
本
勝
元
ノ
両
氏
ナ
リ
第
二
回
ハ
七
月
十
五
日
圏
題
ハ
夏
草

ニ
テ
十
四
日
差
出
ノ

7

こ
の
趣
意
書
は
岡
倉
校
長
が
執
筆
し
た
も
の
で
、

凡
社
版

『岡
倉
天
心
全
集
』
第
八
巻
所
収
）
。

次
い
で
『
錦
巷
雑
綴
』
第
六
巻
（
明
治
二
十
八
年
十
月
―――
十
日
）
に
は
次
の
記

事
が
あ
る
。

〇
意
匠
研
究
會
ハ
雑
綴
第
五
巻
二
其
趣
意
規
則
等
ノ
詳
細
ヲ
記
載
、
ソ
タ
ル
如

ク
六
月
初
開
以
来
毎
月
期
日

二
本
校
内
二
於
テ
開
キ
批
評
ヲ
加
へ
優
等
者
ニ

ハ
夫
々
賞
品
ヲ
興
フ
ル
等
奨
勘
至
ラ
サ
ル
無
ク
課
題
二
應
、
ゾ
出
聾
ス
ル
者
頗

ル
多
ク
斬
新
奇
抜
ノ
意
匠
新
案
モ
又
乏
シ
ト
セ
サ
レ
圧
怨
ム
ラ
ク
ハ
兎
角
本

會
設
置
ノ
趣
意
二
悸
リ
校
内
ノ
競
争
二
終
ル
ヲ
如
何
セ
ン
希
ク
ハ
校
外
ョ
リ

モ
出
案
者
多
カ
ラ
ン

1
ヲ
望
ム
ト
委
員
ハ
云
ヘ
リ
又
一
ツ
ニ
ハ
普
ク
嘗
月
課

題
ノ
知
レ
渡
ラ
サ
ル
為
メ
不
計
ス
期
日
二
遅
レ

出
聾
ノ
機
ヲ
失
ス
ル
者
ア
ル

等
ノ
不
便
ヲ
慮
リ
九
月

ョ
リ
本
年
内
毎
月
ノ
課
題
ヲ
前
以
テ
告
ク
ル
コ
ト

、

ナ
リ
左
ノ
如
ク
決
定
シ
タ
レ
バ
裳
月
ノ
聾
題
二
應
シ
績
々
出
案
ア
ル
ベ
シ

松

風

笛

磐

草
稿
が
残
っ
て
い
る
（
平

月
三
十
日
発
行
の

『
錦
巷
雑
綴
』
第
七
巻
に
左
記
の
主
意
書
が
掲
載
さ
れ
て
い

る。

遂

初

會

主

意

同

會

幹

事

遂
初
會
と
ハ

、
即
ち
前
の
意
匠
研
究
會
の
改
名
に
し
て
、
會
の
性
質
は
別

に
瑳
更
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
専
ら
題
を
設
け
て
、
出
品
を
募
り
、
そ
の
優
劣

高
下
を
評
定
し
て
、
以
て
競
進
開
痰
の
道
を
圏
る
に
在
り
。
元
来
此
の
會

0

0

 

は
、
今
の
美
術
の
製
作
品
が
、

一
般
に
意
味
の
欠
乏
し
た
る
を
嘆
き
て
、
こ

れ
を
矯
正
す
べ
ぎ
道
や
あ
る
と
、
會
長
の
紐
螢
に
起
り
た
る
も
の
に
し
て
、

そ
の
弊
を
救
は
む
が
為
に
、
敢
て
瞼
題
を
設
け
て
、
意
味
の
表
出
に
勉
め
し

む
べ
き
方
向
を
取
り
た
る
が
故
に
、
惨
憎
た
る
意
匠
の
練
熟
研
究
、
そ
の
主

と
な
り
て
、
お
の
づ
か
ら
意
匠
研
究
會
と
名
づ
き
た
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、

そ
の
所
謂
意
味
な
る
も
の
ハ

、
固
よ
り
寓
意
の
意
味
に
も
あ
ら
ず
。
ま
た
そ

の
霊
が
き
た
る
、
歴
史
人
事
な
ど
の
事
が
ら
の
意
味
に
も
あ
ら
ず
。
即
ち
員

の
美
術
上
の
想
髄
な
る
が
故
に
、
こ
れ
を
表
出
せ
む
が
た
め
意
匠
の
趣
向
、

往
々
横
岐
に
走
り
て
謎
語
標
識
的
の
手
段
を
取
る
も
の
あ
る
に
至
り
て
は
固

よ
り
此
會
の
本
意
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
此
會
の
研
究
せ
む
と
す
る
所
は
、
元

束
理
想
に
在
り
て
、
意
匠
に
は
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
想
随
は
意
匠
に
捩
ら

ず
し
て
形
相
の
上
に
現
は
る
4

こ
と
を
得
ざ
る
も
の
な
れ
バ
そ
の
練
熟
は
、

終
に
意
匠
の
研
究
を
餘
所
に
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
そ
の
螢
む
所
に

就
て
、
意
匠
研
究
會
と
い
ふ
も
、
固
よ
り
営
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど

、
、
、
、
、
、

も
、
こ
れ
そ
の
第
二
段
の
目
的
に
し
て
、
本
會
の
主
意
は
、
落
想
の
初
一
念

、
、
、

、
、、

、
、
、

、
、
、
、

を
作
品
の
上
に
飛
動
せ
し
む
こ
と
に
在
る
が
故
に
、
そ
の
手
段
を
以
て
、
目

的
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
意
匠
の
研
究
を
以
て
、
本
義
の
目
的
と
す
る
時
は
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會
の
設
題
、
往
々
瞼
に
過
ぎ
て
、
文
學
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
全
然

画
題
を
与
え
て
制
作
さ
せ
品
評
す
る
と
い
う
研
究
会
形
式
自
体
は
遂
初
会
な

い
し
意
匠
研
究
会
が
最
初
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
美
術
協
会
で
そ
れ
以

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
最
近
の
発
見
で
あ
る

が
、
意
匠
研
究
会
以
前
に
本
校
内
で
こ
の
種
の
研
究
会
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
作
品
群
も
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
川
勝
勘
兵
衛
（
明
治
三
十
年
絵
画
科
卒

業
後
帝
室
林
野
管
理
局
勤
務
。
号
寿
明
。
昭
和
一
―
-
+
―
年
没
）
旧
蔵
の

「
画
叢
」

七

の
遂
成
と
ハ

、
誠
に
美
術
の
雨
輪
に
し
て
、
ま
た
本
會
の
大
主
意
な
り
。
本

往
々
彼
の
踏
花
馬
蹄
香
の
如
き
、
標
織
謎
語
に
近
き
も
の
に
陥
り
易
き
弊
あ

る
を
以
て
、

宜
の
賓
た
る
會
に
ハ

、
固
よ
り
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
嫌
あ
り
。
設

題
は
元
来
製
作
の
興
を
構
へ
て
、
想
随
を
成
立
せ
し
む
べ
き
目
標
た
る
に
過

ぎ
ず
と
い
へ
ど
も
、
よ
く
そ
の
落
想
の
初
一
念
を
、
作
品
の
上
に
表
出
し
得

る
と
き
は
、
題
目
の
理
想
は
、
宛
然
筆
墨
の
間
に
飛
動
す
べ
し
。
こ
4

を
以

て、

本
會
の
出
品
を
評
査
す
る
や
、
意
匠
の
趣
向
に
取
ら
ず
し
て
、
主
と
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
意
味
の
表
現
に
資
る
。
興
會
の
初
一
念
を
遂
ぐ
る
こ
と
は
誠
に
藝
術
の
能

事
な
り
と
す
。
こ
れ
本
會
が
、
名
を
改
め
て
遂
初
會
と
稲
す
る
所
以
な
り
。

此
主
義
を
以
て
美
術
の
高
下
優
劣
を
査
定
せ
バ

、
庶
幾
は
く
は
、
そ
の
正
鵠

を
得
て
美
術
家
を
し
て
、
横
岐
の
路
に
入
ら
し
む
る
弊
な
か
ら
む
。
題
に
應

じ
て
製
作
を
出
だ
す
も
の
、
よ
く
此
義
に
捩
り
て
、
そ
の
興
會
の
初
念
を
遂

げ
む
と
企
て
、
意
匠
の
趣
向
に
走
る
こ
と
な
く
ば
、
課
題
の
作
品
に
於
て
、

卑
し
む
べ
き
匠
氣
を
絶
ち
、
渾
然
た
る
神
来
の
趣
を
得
む
。
た
ゞ
そ
の
題
に

捩
り
て
構
思
し
た
る
初
一
念
ハ

、
誠
に
作
者
の
心
術
に
し
て
、
製
作
の
巧
拙

善
怒
は
、

一
に
こ
れ
に
因
り
て
軒
軽
す
べ
し
。
興
會
の
初
念
高
尚
な
れ
ば
、

こ
れ
を
作
上
に
遂
げ
得
た
る
と
き
、
作
品
従
ひ
て
高
尚
な
り
。
も
し
そ
の
初

一
念
に
し
て
卑
俗
な
ら
む
に
ハ

、
技
術
は
如
何
に
巧
み
な
り
と
も
、
意
想
既

に
観
る
べ
き
所
な
し
。
美
術
と
し
て
取
る
べ
ぎ
も
の
、
何
慮
に
か
存
す
る
。

こ
れ
本
會
の
最
も
重
き
を
置
く
所
な
り
。
さ
れ
ど
そ
の
初
念
の
み
、
如
何
に

高
尚
善
巧
な
り
と
も
、
よ
く
こ
れ
を
作
上
に
遂
げ
得
べ
き
技
術
な
け
れ
ば
、

製
作
ハ
終
に
成
立
す
る
の
期
な
か
る
べ
し
。
こ
れ
そ
の
表
現
を
遂
げ
得
る
こ

と
の
、
ま
た
美
術
上
に
重
要
な
る
所
以
な
り
と
す
。
初
念
の
構
成
と
、
表
現

こ
れ
を
見
は
し
得
難
き
も
の
あ
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
そ
の
作
家
を
し

て
、
初
念
の
興
會
を
喚
起
す
る
こ
と
を
練
熟
せ
し
め
む
と
す
る
に

外

な

ら

ず
。
今
の
意
味
に
乏
し
き
美
術
に
到
し
て
、
こ
れ
を
望
む
の
老
婆
心
、
盤
し

妓
に
出
で
ざ
る
を
得
ざ
れ
バ
な
り
。
技
術
家
も
し
こ
れ
に
由
り
て
、
そ
の
心

想
を
練
ら
ば
、
大
成
を
他
日
に
期
す
る
こ
と
、
ま
た
甚
難
き
に
あ
ら
ざ
る
べ

し
。
遂
初
會
の
螢
む
と
こ
ろ
、
そ
の
盆
登
少
か
ら
む
や
。
柳
本
會
の
主
意
を

述
べ
て
、
設
題
に
應
ぜ
ん
と
す
る
も
の
に
告
げ
併
せ
て
出
品
を
望
む
と
云

溺゚こ
の
主
意
書
は
大
村
西
崖
に
よ
っ
て
『
京
都
美
術
協
会
雑
誌
』
第
五
十
一
号

（
明
治
二
十
九
年
八
月
）
に
転
載
さ
れ
、
京
都
の
画
家
た
ち
に
も
告
知
さ
れ
た
。

文
面
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
遂
初
会
は
、
美
術
作
品
の
良
し
悪
し
を
決
定
す

る
の
は
作
者
の
発
想
で
あ
る
か
ら
、
優
れ
た
発
想
を
喚
起
す
る
訓
練
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、

一
定
の
画
題
に
よ
っ
て
制
作
を
行
わ
せ
、
提
出
さ
れ
た
作
品
に

つ
い
て
は
発
想
の
如
何
を
第
一
義
と
し
て
批
判
し
、
優
劣
を
決
定
す
る
と
い
う

方
法
を
と
っ
た
。
表
現
上
の
技
巧
よ
り
も
作
者
の
い
わ
ば
心
も
ち
が
作
品
に
現

れ
る
こ
と
の
方
が
大
切
だ
と
い
う
岡
倉
や
雅
邦
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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岡
倉
先
生
は
常
時
の
聾
學
生
を
網
羅
し
て
、
進
歩
し
た
研
究
を
績
け
た
も
の

冊
で
、
川
勝
の
ほ
か
に
高
橋
烏
谷
、
木
村
武
山
、
中
山
翠
洲
そ
の
他
多
数
の
同

級
生
な
い
し
そ
れ
に
近
い
学
年
の
生
徒
の
絵
が
二
百
枚
近
く
収
録
さ
れ
て
お

り
、

一
冊
ご
と
に
異
な
っ
た
手
描
き
図
案
の
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
表
紙

に
記
さ
れ
た
巻
数
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
は
少
な
く
と
も
十
五
巻
は
あ
っ
た
よ
う

だ
。
第
十
一
巻
に
は

「
明
治
廿
有
七
甲
午
歳
一
月
編
集
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

意
匠
研
究
会
発
足
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
作

品
は
全
て
ニ
―

．
七

x-―-三
・
五
Cm

の
枠
内
に
墨
ま
た
は
墨
と
淡
彩
を
も
っ
て

描
か
れ
て
お
り
、
中
に
「
一

等
賞
」
と
か

「
二
等
賞
」
と
か
鉛
筆
で
記
入
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
競
技
会
の
出
品
作
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
同
一
テ
ー
マ
で
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
複
数
の
作
品
が
含
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
や
は
り
意
匠
研
究
会
の
よ
う
な
一
定
の
画
題
に

よ
る
制
作
競
技
会
が
あ
り
、

「
画
叢
」
は
そ
の
際
の
作
品
集
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

意
匠
研
究
会
な
い
し
遂
初
会
は
毎
月
一
回
、
本
校
内
ま
た
は
岡
倉
校
長
の
自

宅
で
開
か
れ
た
。
画
題
は
上
記
の
も
の
に
引
き
続
い
て
和

気
、
寒
雲
、
春
如

海
、
無
我
、
春
陰
、
春
雨
、
勇
猛
、
寒
、
傲
慢
、
た
そ
が
れ
な
ど
が
順
次
出
題

さ
れ
た
。
鳥
谷
幡
山
（
明
治
三
十
一
年
中
退
）
は
観
音
と
い
う
画
題
に
応
募
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
雅
邦
は
ほ
か
に
技
法
的
に
優
れ
た
作
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た

に
も
拘
わ
ら
ず
、
幡
山
の
作
に
は
慈
悲
の
相
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
い

う
理
由
で
最
高
賞
を
与
え
た
と
い
っ
て
い
る
（
『回
顧
六
十
年
』
昭
和
三
十
三
年
十

月、

鳥
谷
画
房
）
。

雅
邦
が
菱
田
春
草
の
卒
業
制
作
「
寡
婦
と
孤
児
」
を
推
賞
し

た
の
も
こ
う
し
た
指
濁
方
針
の
現
わ
れ
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
福
百
穂
も
参

加
者
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
当
時
を
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔上
略
〕 一

定
の
聾
題
に
よ
っ
て
、
美
濃
版
二
枚
位
の
事
皿
を
持
ち
寄
つ
て
先
生
の

批
評
を
う
け
た
C

先
生
の
批
評
は
丁
寧
で
あ
り
、
親
切
で
あ
っ
た
。
學
校
以

外
の
青
年
も
先
生
の
宅
に
よ
く
集
ま
つ
て
き
た
。
先
生
は
集
ま
っ
た
作
品
を

鑑
別
し
た
う
へ

、
等
級
を
附
し
て
自
分
の
懐
中
か
ら
、
賞
品
を
出
し
て
典
へ

る
と
い
っ
た
風
で
あ
っ
た
。
観
山、

春
草
、
素
明
の
諸
君
は
い
つ
も
清
新
な

も
の
を
聾
い
て
優
賞
に
あ
づ
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。

同
会
は
の
ち
に
彫
刻
科
や
日
本
青
年
絵
画
協
会
か
ら
の
参
加
も
認
め
、
活
気

あ
る
研
究
活
動
を
続
け
た
の
で
‘

―
つ
の
革
新
勢
力
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
例
え
ば
吉
岡
芳
陵
な
ど
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

0
青
年
聾
家
は
自
ら
分
ち
て
二
派
を
為
す
を
得
べ
き
か
、

一
は

美
術
學
校
派
一
名
橋
本
雅
邦
派
一
は
美
術
協
會
派
是
な
り
。
雅
邦
派
は
今
や

美
術
協
會
派
の
一
部
と
相
提
携
し
て
、
東
洋
聾
革
命
の
創
業
家
た
ら
ん
と
す

る
意
氣
相
互
の
間
に
見
ゆ
。
彼
等
は
雅
邦
の
龍
虎
に
勘
さ
れ
て
、
氣
局
梢
大

な
る
に
至
り
、

何
時
迄
も
師
風
墨
守
の
旧
志
想
中
に
さ
ま
よ
ふ
こ
と
の
非
な

る
を
悟
り
、
各
派
調
和
し
て
一
生
面
を
開
か
ん
と
企
て
、
或
は
霊
に
精
神
を

顕
は
さ
ん
と
勉
め
、
或
は
広
く
宇
宙
間
に
新
鸞
題
を
求
め
て
理
想
的
の
霊
を

作
り
つ
4

あ
り
。

マ

マ

此
等
の
青
年
甕
家
は
美
術
學
校
内
の
意
匠
奨
勘
會
に
入
り
て
、
創
立
者
た

る
橋
本
雅
邦
氏
と
共
に
其
研
究
に
勉
む
。
此
會
の
起
り
し
も
昨
年
に
し
て
毎

月
題
を
課
し
賞
を
附
す
。

「
夢
」

「
時
雨
」
等
は
昨
年
末
の
聾
題
。
今
年
は

一
月
は
「
和
氣
」
二
月
は

「寒
雲
」
三
月
は
「
春
如
海
」
と
定
め
ら
れ
し
と

聞
く
。
各
自
其
こ
A

ろ
の
甕
に
顕
は
る
4

を
期
す
る
も
の
に
て
、
今
月
の

「
和
氣
」
、
三
月
の
「
春
如
海
」
の
二
題
な
ど
は
其
漠
た
る
所
に
霊
家
脳
を
苦

令

'
J

0
 

f
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評
能
＜
題
慈
に
副
ひ
全
局
瑕
瑾
を
見
す

む
の
面
白
味
あ
る
べ
し
。

ノヽ

（
明
治
二
十
九
年
一
月

一
日

『毎
日
新
聞
』
「
現
今
の
絵
画
界
ー
東
洋
画
上
ー
」
）

（
 

を
根
拠
地
と
し

芳
陵
の
言
う
よ
う
に
意
匠
奨
励
会
（
正
し
く
は
意
匠
研
究
会
）

て
「
美
術
学
校
派
」
ま
た
は
「
雅
邦
派
」
の
面
々
は
各
自
の
こ
こ
ろ
（
ま
た
は

精
神
）
を
画
に
顕
わ
す
こ
と
に
努
め
、
理
想
（
理
想
主
義
）
的
作
風
を
開
拓
し
つ

つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
前
提
と
な
っ
て
、
岡
倉
ら
の
日
本
画
革
新
運
動

は
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

『京
都
美
術
協
会
雑
誌
』
第
四
十
九
号
（
明
治
二
十
九
年
六
月
）
の
意
匠
研
究
会
記
事

〔燭〕題課型塑 .'・ ー一ヂ
"

な
り
脆
坐
首
を
垂
れ
て
秋
思
孤
棲

を
思
ふ
に
似
た
り
た
4

古
意
高
情

の
乏
し
き
而
巳

評
て
嵩
古
の
侑
自
ら
見
ゆ

琴
悲
架
鋏
け
て
反
側
情
哀
れ

作氏男長邊渡賞等二

な
お
、
意
匠
研
究
会
（
遂
初
会
）
の
活
動
は
明
治
三
十
一
年
の
い
わ
ゆ
る
美
校

騒
動
の
あ
と
は
日
本
絵
画
協
会
へ
引
き
継
が
れ
た
。

0
五
六
月
の
慈
匠
研
究
會
東
京
美
術
學
校
の
例
月
意
匠
研
究
會
は
、
遂
初
會
と
琥
け

マ
マ

ら
れ
、
毎
月
十
＝
―
-
日
に
開
か
る
、
去
五
日
の
箱
聾
の
課
題
は

『
五
月
雨
』
に
て
、

一
等

マ
マ

賀
は
下
村
観
山
氏
、
二
等
買
は
岡
山
秀
氏
な
り
、
彫
刻
の
課
題
は

『勇
猛
』
に
て
三
等

宜
は
天
岡
均
一
氏
か
得
た
り
、
今
左
に
一
等
宜
の
略
岡
を
掲
＜

マ
マ

本
月
は
諸
課
を
通
し
て

『
獨
』
と
い
ふ
題
に
て
、

一
等
宜
錨
金
三
年
生
山
本
若
治
郎
氏

マ

マ

マ

マ

の
彫
塑
、
二
等
宜
彫
刻

一
年
生
波
邊
長
男
氏
の
彫
塑
、
卒
業
生
菱
田
三
男
海
氏
の
箱

マ
マ

固
、
一
二
等
宜
は
助
教
諭
沼
田
弟
治
郎
氏
の
綸
捉
に
て
、

一
等
二
等
の
塑
形
略
園
と
、
此

日
番
外
と
し
て
出
品
し
た
る
、
橋
本
雅
邦
氏
の
闘
粛
を
略
し
て
左
に
掲
く
、
来
る
七
月

は
箱
益
塑
型
と
も
通
し
て

『笑
中
涙
』
の
題
な
り
と

`
“
疇
此
竺

老
来
脊
顧
す
る
所
な
く
閑
獨
霰
敗
を
巡
拝
す
る
も
の
A

如
く
客
俗
の
氣
既
に
釣
し
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